
●
女
性
労
働
者
の

実
情
に
つ
い
て

日
本
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ

プ
指
数
は
、
１
４
４
か
国

中
１
１
１
位
。
ラ
ン
ク
が

低
い
要
因
は
経
済
格
差
と

政
治
参
加
の
指
標
が
低
い

た
め
。
平
均
給
与
は
男
性

５
２
１
万
円
で
女
性
は
２

７
６
万
円
。
格
差
の
理
由

に
妊
娠
出
産
に
よ
る
離
職

率
が
５
割
、
女
性
の
約
６

割
が
非
正
規
雇
用
で
賃
金

が
低
い
、
医
療
や
福
祉
の

分
野
で
働
く
女
性
労
働
者

が
多
数
を
占
め
、
保
育
士

や
ヘ
ル
パ
ー
な
ど
は
他
産

業
と
比
べ
て
約
10
万
円
も

低
い
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら

れ
る
。
ま
た
、
家
事
や
育

児
が
女
性
の
肩
に
の
し
か

か
り
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
か
ら

「
日
本
は
世
界
で
一
番
働

く
母
親
に
厳
し
い
国
」
と

批
判
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら

に
、
世
帯
主
は
男
性
、
女

性
は
扶
養
者
と
い
う
役
割

が
固
定
化
さ
れ
女
性
の
人

権
が
社
会
的
に
確
立
し
て

い
な
い
な
ど
、
日
本
特
有

の
実
態
の
も
と
に
女
性
労

働
者
は
置
か
れ
て
い
る
。

●
「
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
労
働
制
」
と
は

国
連
で
女
性
差
別
撤
廃

条
約
が
採
択
さ
れ
た
の
は

１
９
７
９
年
。
女
性
差
別

を
な
く
す
ど
こ
ろ
か
労
働

基
準
法
の
女
子
保
護
規
定

を
撤
廃
す
る
な
ど
、
ま
す

ま
す
劣
悪
な
状
況
を
拡
大

し
て
き
た
歴
史
が
あ
る
。

今
度
、
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
労
働
制
を
新
設

し
て
裁
量
労
働
制
を
拡
大

す
る
。
使
用
者
が
健
康
や

福
祉
確
保
措
置
に
抵
触
し

な
け
れ
ば
、
残
業
代
ゼ
ロ

で
長
時
間
労
働
を
何
日
さ

せ
て
も
違
法
に
な
ら
な
い
。

同
一
労
働
同
一
賃
金
と
い

い
な
が
ら
、
そ
も
そ
も
の

男
女
差
別
や
雇
用
形
態
差

別
は
残
し
た
ま
ま
で
、
Ｉ

Ｌ
Ｏ
１
０
０
号
条
約
の
男

女
同
一
価
値
労
働
同
一
賃

金
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る

ひ
ど
い
改
革
で
あ
る
。

耳
障
り
の
い
い
言
葉
に

だ
ま
さ
れ
ず
に
、
「
改
革
」

の
内
容
を
学
習
し
て
反
対

の
声
を
あ
げ
て
い
き
た
い
。

女
性
部

高
橋

北
大
に
お
い
て
開
催
さ

れ
た
全
大
教
合
同
単
組
代

表
者
会
議
に
参
加
し
て
き

ま
し
た
。
東
北
大
の
他
に

北
大
、
小
樽
商
大
、
室
蘭

工
大
、
北
見
工
大
、
秋
田

大
、
岩
手
大
、
福
島
大
、

旭
川
高
専
、
苫
小
牧
高
専

が
参
加
し
、
参
加
者
は
延

べ
17
名
で
し
た
。
セ
ッ
シ
ョ

ン
1
の
テ
ー
マ
は
「
賃
金
・

労
働
条
件
及
び
組
織
拡
大
・

強
化
」
で
し
た
。
無
期
転

換
や
扶
養
手
当
問
題
、
賃

金
訴
訟
な
ど
が
議
論
さ
れ
、

他
の
単
組
で
東
北
大
ほ
ど

ひ
ど
い
方
針
が
明
確
に
出

さ
れ
て
い
な
い
た
め
か
こ

れ
ま
で
無
期
転
換
よ
り
扶

養
手
当
問
題
に
精
力
的
に

取
り
組
ん
で
き
た
よ
う
で

し
た
。
セ
ッ
シ
ョ
ン
2
の

テ
ー
マ
は
「
大
学
・
高
等

教
育
及
び
平
和
・
民
主
主

義
・
人
権
の
課
題
」
で
し

た
。
高
等
教
育
関
連
予
算
、

天
下
り
問
題
な
ど
が
議
論

さ
れ
ま
し
た
。
各
大
学
・

高
専
に
お
け
る
運
営
費
交

付
金
削
減
の
影
響
や
天
下

り
と
思
わ
れ
る
ポ
ス
ト
に

つ
い
て
報
告
が
な
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
ま
ま
で
は
日

本
の
高
等
教
育
と
研
究
が

壊
滅
的
な
状
態
な
る
こ
と

へ
の
危
機
感
を
参
加
者
全

員
で
共
有
し
、
今
後
連
携

を
ま
す
ま
す
強
く
し
て
い

く
こ
と
を
確
認
し
閉
会
し

ま
し
た
。

後
藤
・
千
葉
・
北
村
が

参
加
し
て
き
ま
し
た
。
25

人
の
参
加
者
は
教
員
が
多

く
、
女
性
教
員
が
置
か
れ

て
い
る
状
況
を
知
る
機
会

と
な
り
ま
し
た
。
多
忙
化

の
中
で
正
職
員
・
パ
ー
ト

職
員
の
意
識
の
壁
が
感
じ

ら
れ
る
が
、
お
互
い
の
仕

事
が
あ
っ
て
大
学
の
業
務

が
成
り
た
っ
て
い
る
と
い

う
協
働
の
気
持
ち
で
仕
事

が
で
き
た
ら
良
い
で
す
が
。

元
福
島
大
学
学
長
今
野
順

夫
氏
が
基
調
講
演
で
「
女

性
の
働
き
方
～
仕
事
を
続

け
る
た
め
の
課
題
と
そ
の

解
決
に
向
け
て
」
で
も
、

職
員
相
互
・
教
職
員
の
協

働
・
大
学
間
連
系
が
重
要

だ
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

か
ー
ち
ゃ
ん
の
力
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
渡
辺
と
み
子
氏
は

１
９
９
１
年
に
始
ま
っ
た

飯
館
村
の
地
域
づ
く
り
か

ら
、
原
発
事
故
か
ら
復
興

再
生
に
歩
み
だ
し
た
取
り

組
み
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

学
習
し
交
流
す
る
こ
と

は
力
を
付
け
る
基
本
だ
と

再
確
認
し
ま
し
た
。

北
村
裕
子
さ
ん
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全
大
教
合
同
単
組
代
表
者
会
議
ー
北
大
ー

高
等
教
育
と
研
究
を
守
る
た
め
連
携
強
化
を

黒
瀬
一
弘
副
委
員
長

3/4
・
3/5

第
26
回
全
国
東
北
地
区
女
性
交
流
集
会

福
島
土
湯
温
泉
に
て

教
職
員
の
協
働
・
大
学
間
連
携
が
重
要

2/26
は
た
ら
く
女
性
の
つ
ど
い

「

働
き
方
改
革
」
と
い
う
言
葉
に
だ
ま
さ
れ
る
な

全
労
連
女
性
事
務
局
長

大
西
玲
子
さ
ん
の
講
演
か
ら

交流の場 新春囲碁大会・新春交流会


